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   ＜あらまし＞ 本研究では，日本の大学における大学教員準備プログラムについて，教育実践の機

会とその後の検討会（事後検討会）の実施状況・特徴に関する調査を行った．その結果，調査対象と

した 8 つのプログラムのうち 3 つのプログラムにおいて実際の授業実施（授業実践）が行われていた

が，その他のプログラムにおいては模擬授業のみ実施されており，実施時間も通常の 1 コマの授業よ

り短縮した形（マイクロティーチング）で実施されている場合が多いことが明らかとなった． 
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１．はじめに 

日本の大学における大学教員準備プログラム

の問題点として「教育実践の不足」が指摘されて

いるが（吉田ほか 2015），実際に教育実践がど

ういった形式でどの程度行われ，どのような方法

で大学教員準備者の教育力改善に役立てられて

いるかについて，取りまとめられた資料は見当た

らない．そこで本研究では，模擬授業を含む教育

実践の機会やその後の検討会（事後検討会）の実

施状況・特徴についての調査を行うこととした． 
２．調査結果・考察 

 先行文献（東北大学高度教養教育・学生支援

機構  大学教育支援センター  2015, 栗田ほか 
2015）において扱われている大学教員準備プロ

グラムに関する公開資料・web サイトの調査を行

った結果（表 1），8 つのプログラムで教育実践が

行われており，そのうちの 3 件では実際の授業実

施（授業実践）が行われていた．また，それ以外

のプログラムでは通常の 90 分間の授業を短縮し

た形での模擬授業（マイクロティーチング）とし

て実施されている場合が多いことから，実際と同

程度の授業時間での練習機会が不足している可

能性が示唆された．事後検討会に関しては，受講

者同士で議論を進める形式が主流となっていた．  
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表 1. 大学教員準備プログラムにおける授業実践および事後検討会の実施状況 
プログラム名 実施形態（時間） フィードバック・事後検討会の内容 備考 

東北大学 

大学教員準

備プログラム 

マイクロティーチング 

（10 分程度） 

模擬授業（20 分程度） 

参加者同士のディスカッション． 

セルフリフレクションの実践． 

実践の場には先達教員も参加し，多様なコメント

や評価をフィードバックする． 

マイクロティーチングの振

り返りの結果を反映し，ブ

ラッシュアップした授業計

画で模擬授業を実践． 

東京大学 

フューチャー

ファカルティプ

ログラム 

マイクロティ-チング 

（6 分×2 回） 

メンバー同士で議論を重ねつつ，授業デザイン

や教授方法について学びを深めながら，模擬授

業の改善をはかる．相互評価を行う． 

プログラム外で，プログラ

ム修了生に対するミニレ

クチャプログラム（30～45

分の授業実践）を実施． 

一橋大学 

ティーチング

フェロー・トレ

ーニング・コー

ス 

授業実践 

（2 コマ[3 時間]以上） 

実習後は実習日誌をまとめ，授業担当教員の所

見と照らして振り返る．参加者同士で実習を観

察しあい，ピアレビューをすることも推奨．事後

講習で授業観察・授業実習で蓄積してきた実践

を振り返り，改善課題を析出．それとともに，単

発の授業を組み立てる以外に求められる，連続

した授業体系の設計（シラバスの作成）や成績

評価・授業評価のあり方，授業の「場」そのもの

の作り方などについて学ぶ． 

（原則として）一橋大学社

会学部の学部生を対象

に授業を行う． 

名古屋大学 

大学教員準

備講座 

マイクロティーチング 

（時間数不明） 
不明 

大学院共通科目「大学教

員論」全15コマのうちの1

コマ内で実施． 

京都大学 

大学院生のた

めの教育実

践講座 

模擬授業(時間数不明) 

模擬公開授業の後には受講者全体の検討会を

実施し，授業をする側と受ける側の認識の違い

を確認しながらより優れた授業のあり方を議論
する． 

模擬授業はアドバンスト

コースにて実施．（アドバ

ンストコースは，ベーシッ

クコース修了者，非常勤

講師経験者が対象．） 

京都大学 

文学研究科プ

レ FD プロジェ

クト 

授業実践 

（２～５コマ） 

受講学生に授業後にリフレクションシートを作成

してもらう．毎回の授業終了後に３０〜６０分程

度の授業検討会が行われ，参観講師，コーディ

ネーター，教務補佐が授業についての意見を述

べたのち，リフレクションシートの紹介がされ，そ

れに対して担当講師が応答をする．検討会後半

にはディスカッションの時間が設けられ，授業ス

キルから授業内容に関わる専門的議論に至る

まで，幅広いトピックについて意見交換が行わ

れる．担当講師は事後研修会までに自分の授

業 DVD を視聴し，「授業振り返り用ワークシー

ト」を作成．講師はリフレクションシートに書かれ

た学生の意見を授業にフィードバックすること

で，インタラクティブに授業の改善を進めていく． 

自分の授業が無い時に

は他の講師の授業を参

観，検討会への参加とい

う形でゼミに参加． 

事後研修会では，プロジ

ェクト講師が一同に会し，

それぞれの講義を振り返

り，経験を共有する．また

講義受講やディスカッショ

ンを通じて，大学で講義

を行う際の様々な課題を

取り上げ，その解決方法

を考察する． 

大阪大学 

未来の大学

教員養成プロ

グラム 

マイクロティーチング 

（10 分） 

模擬授業(時間数不明) 

授業実践（1 コマ） 

受講者・見学者（他の院生）からのフィードバック

やリフレクションを踏まえた自己分析． 

基本的に自分で実習先を

確保する．見学者がいな

い場合はスタッフが見学

し，フィードバック． 

広島大学 

Ed.D 型大学

院プログラム 

授業実践 

(教壇実習：学内 2 コマ・

学外 1 コマ) 

事後検討会の参加者は，メンター教員や受け入

れ先教員，授業観察者． 

学内実習では TA として

15 コマ参加するうちの 1

コマ分の授業を担当． 
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